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D
eutscher M

ärchenkatalog.
E

in Typenverzeichnis.
（
ド
イ
ツ
語
圏
昔
話
カ
タ
ロ
グ　

話
型
目
録
）

H
ans-Jörg U

ther

（
ハ
ン
ス=

イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
）
著

W
axm

ann

（
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
マ
ン
）
刊

『
国
際
昔
話
の
型
（
Ａ
Ｔ
Ｕ
）』
の
ウ
タ
ー
に
よ

る
ド
イ
ツ
語
圏
昔
話
の
話
型
カ
タ
ロ
グ
。（
Ａ
Ｔ
Ｕ

の
書
評
は
本
誌
第
二
十
九
号
を
参
照
。）「
中
世
か
ら

二
十
世
紀
に
か
け
て
の
様
々
な
資
料
に
み
ら
れ
る
ド

イ
ツ
語
の
伝
承
話
を
初
め
て
徹
底
的
に
記
録
し
」
た

も
の
で
、
中
世
末
期
〜
近
代
の
史
料
、
一
八
〇
〇
〜

一
九
九
〇
年
刊
行
の
民
話
資
料
、
つ
ま
り
、
過
去
及

び
現
在
の
ド
イ
ツ
語
が
話
さ
れ
る
地
域
に
お
け
る
書

承
話
・
口
承
話
が
網
羅
さ
れ
、
一
一
〇
〇
を
超
え
る

話
型
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
土
台

を
な
す
の
は
Ａ
Ｔ
Ｕ
で
、
分
類
お
よ
び
話
型
番
号
は

Ａ
Ｔ
Ｕ
に
拠
る
。
話
型
名
は
Ａ
Ｔ
Ｕ
と
多
少
異
な
る

部
分
も
あ
る
が
、
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

動 

物
昔
話
│
野
獣
、
野
獣
と
家
畜
、
人
間
と
野
獣
、

家
畜
、
そ
の
他
の
動
物
と
物

魔 

法
昔
話
│
超
自
然
的
敵
対
者
、
超
自
然
的
ま
た
は

魔
法
に
か
け
ら
れ
た
妻
（
夫
）
ま
た
は
そ
の
他
の

親
族
、
超
自
然
的
難
題
、
超
自
然
的
援
助
者
、
呪

物
、
超
自
然
的
力
あ
る
い
は
能
力
、
そ
の
他
の
超

自
然
的
出
来
事

伝 

説
的
昔
話
と
そ
の
他
の
宗
教
的
な
話
―
神
が
賞
罰

を
与
え
る
、
真
実
が
明
る
み
に
で
る
、
天
国
へ
の

出
入
り
、
悪
魔
と
の
約
束
、
そ
の
他
の
宗
教
的
な

話
現 

実
的
（
小
説
的
）
物
語
│
男
女
の
関
わ
り
と
争
い
、

貞
節
と
無
実
の
試
験
、
手
に
負
え
な
い
妻
、
良
い

教
え
、
賢
い
機
転
の
き
く
行
い
ま
た
は
答
え
、
運

命
の
物
語
、
盗
賊
と
殺
人
者
、
そ
の
他
の
小
説
的

昔
話

愚 

か
な
鬼
（
巨
人
、
悪
魔
）
の
話
│
労
働
の
契
約
ま

た
は
賭
け
、
人
間
と
超
自
然
的
存
在
の
協
力
、
人

間
と
鬼
の
競
争
、
人
間
が
鬼
を
だ
ま
す

笑 

話
と
そ
の
他
の
滑
稽
な
物
語
│
愚
か
村
話
、
夫
婦

に
つ
い
て
の
笑
話
、
女
に
つ
い
て
の
笑
話
、
男
に

つ
い
て
の
笑
話
、
聖
職
者
と
教
会
職
に
つ
い
て
の

笑
話
、
そ
の
他
の
職
業
や
民
族
集
団
に
つ
い
て
の

笑
話
、
ほ
ら
話

累 
積
譚
と
形
式
譚
│
形
式
譚
、
問
い
か
け
話
（
尻
切

れ
話
）、
果
て
な
し
話

こ
れ
に
続
け
て
、
新
話
型
及
び
変
更
・
補
足
さ

れ
た
話
型
の
番
号
と
話
型
名
が
示
さ
れ
、
巻
末
に
モ

テ
ィ
ー
フ
索
引
、
文
献
及
び
略
号
一
覧
、
事
項
索
引

が
付
さ
れ
る
。
七
六
〇
頁
の
大
著
で
あ
る
。

各
話
型
は
、
番
号
、
話
型
名
、
内
容
の
説
明
か
ら

な
る
。「
注
記
」
の
項
に
は
、
重
要
な
文
字
資
料
や

そ
の
話
型
の
年
齢
、
起
源
、
伝
承
範
囲
や
特
殊
性
に

つ
い
て
の
情
報
、「
文
献
／
類
話
」
に
は
、
重
要
な

先
行
研
究
と
類
話
集
、「
カ
タ
ロ
グ
」
に
は
、

あ
る
時
代
や
あ
る
地
域
の
伝
承
話
を
ま
と
め

た
話
型
カ
タ
ロ
グ
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
お
け

る
該
当
箇
所
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
話
型
に
該
当
す
る
類
話
は
地
域
別
に
、
そ

の
資
料
集
の
刊
行
が
一
八
〇
〇
年
以
前
か
そ

れ
以
後
か
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。

ウ
タ
ー
が
編
集
と
執
筆
に
長
く
携
わ
っ

た
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
昔
話
百
科
事
典
』
は
、

一
九
七
七
年
の
刊
行
開
始
か
ら
三
十
八
年

を
経
て
、
十
四
巻
と
索
引
巻
を
も
っ
て

二
〇
一
五
年
に
完
結
し
た
。
こ
の
編
纂
所
に

は
世
界
中
か
ら
口
承
文
芸
関
連
の
資
料
や
研

究
成
果
が
集
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
い

わ
ば
理
想
的
な
環
境
下
で
、
ウ
タ
ー
は
『
国

際
昔
話
の
型
』（
第
二
版
、
二
〇
一
一
年
）、

『
グ
リ
ム
童
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
第
二
版
、

二
〇
一
三
年
）
に
続
け
て
、
こ
の
『
ド
イ
ツ

語
圏
昔
話
カ
タ
ロ
グ
』
を
出
版
、
大
仕
事
を

成
し
遂
げ
た
。『
昔
話
百
科
事
典
』
と
合
わ

せ
、
こ
れ
ら
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
カ
タ
ロ
グ

の
恩
恵
を
被
る
私
た
ち
が
、
口
承
文
芸
研
究

を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
拡
げ
あ
る
い
は
深

め
て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

 

（
間
宮
史
子
）

 

（
二
〇
一
五
年
／
五
九
ユ
ー
ロ
）
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『
季
節
の
な
か
の
神
　々

歳
時
民
俗
考
』

小
池
淳
一
著

春
秋
社
刊

後
悔
し
て
い
る
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
読
み
方
を

し
て
し
ま
っ
た
。

書
誌
紹
介
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
一
気
に
読
ん
で

し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
歳
時
民
俗
の
捉
え
方
に
つ
い
て

説
く
「
は
じ
め
に　

歳
時
の
相
貌
」
に
続
い
て
「
春

の
章
」
か
ら
「
冬
・
新
年
の
章
」
へ
と
四
季
を
追
う

四
章
・
五
十
八
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
で
構
成
さ
れ

た
本
書
は
、
し
ば
ら
く
座
右
に
置
き
、
過
ぎ
行
く
時

間
と
季
節
に
し
た
が
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
読
み
進
め
て

み
た
か
っ
た
。

小
池
は
、
金
子
兜
太
主
宰
の
俳
句
雑
誌
『
海
程
』

に
連
載
し
た
記
事
を
も
と
に
、
先
に
『
伝
承
歳
時

記
』（
二
〇
〇
六
）
を
上
梓
し
て
い
る
。
そ
し
て
本

書
は
、
同
誌
に
関
わ
る
出
版
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
年
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
記
事

を
も
と
に
編
ま
れ
て
い
る
。
前
著
が
、
俳
句
の
世
界

に
寄
り
添
い
、
季
語
と
い
う
約
束
事
の
向
こ
う
側
に

広
が
る
生
活
の
諸
相
を
、
行
事
と
民
俗
事
象
を
通
し

て
解
説
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
本
書
は
、
季
語
の
感
覚
と
想
像
力
に
導
か
れ
た

構
成
と
タ
イ
ト
ル
に
従
っ
て
、
読
者
を
ぐ
い
ぐ
い
と

民
俗
学
の
蓄
積
へ
と
誘
っ
て
い
く
。

歳
時
民
俗
は
、
民
俗
学
の
調
べ
ご
と
の
な
で
最

も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
そ
こ
か
ら
人
び

と
の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
る
歴
史
と
現

在
へ
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
豊
か
さ
を

持
っ
て
い
る
。
小
池
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
書
籍
か
ら
論
文
ま
で
重
要
な
研
究
に
言
及

し
な
が
ら
、
現
時
点
で
の
行
事
の
位
置
づ
け
、
今
後

の
議
論
の
可
能
性
ま
で
を
手
際
よ
く
語
っ
て
い
く
。

広
い
目
配
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
関
す
る
深
い

洞
察
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
い
い
意
味
で
の
手
練
れ
の

仕
事
で
あ
る
。

明
治
六
年
に
施
行
さ
れ
た
太
陽
暦
の
採
用
と
い

う
歳
時
の
近
代
に
関
わ
る
難
問
も
、
こ
の
問
題
を
私

達
が
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
盆
行
事
と
新

年
に
関
連
す
る
「
七
夕
と
盆
と
星
と
」「
ト
シ
の
神
」

の
な
か
で
言
及
し
、
未
だ
に
解
消
さ
れ
な
い
私
達
の

季
節
感
と
暦
の
ず
れ
に
関
心
を
向
け
さ
せ
る
。

そ
し
て
、「
お
わ
り
に　

歳
時
民
俗
と
俳
句
的
世

界
」
で
は
、
過
去
か
ら
現
在
へ
と
一
方
向
に
流
れ
る

時
間
を
扱
う
歴
史
学
に
対
し
て
、
繰
り
返
し
と
反
復

の
な
か
に
あ
る
習
俗
の
時
間
を
扱
う
民
俗
学
の
違
い

を
指
摘
し
、
改
め
て
民
俗
の
知
識
と
俳
句
の
創
作
を

架
橋
し
て
み
せ
る
。
歳
時
民
俗
に
凝
縮
さ
れ
た
日
常

生
活
と
神
仏
へ
の
意
識
を
、
季
語
を
通
し
て
俳
句
と

い
う
文
芸
に
「
飛
躍
さ
せ
て
い
く
可
能
性
」
を
主
張

す
る
。

し
か
し
、
本
文
の
中
に
さ
り
げ
な
く
埋
め
込
ま
れ

た
小
池
の
若
き
日
の
鮮
烈
な
経
験
の
逸
話
が
、
強
く

印
象
に
残
る
。
小
池
が
学
生
時
代
に
、
夏
の
盛
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
イ
ロ
リ
に
火
を
熾
い
て
い
た
栃
木
の

旧
家
の
主
人
に
聞
き
書
き
し
、
別
れ
際
に
告
げ
ら
れ

た
「
お
静
か
に
」
と
い
う
丁
寧
な
挨
拶
の
な
か
に
、

旧
家
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
長
い
時
間
を
実
感
し
た
と

い
う
話
。
ま
た
小
池
が
若
い
頃
、
遠
山
の
霜
月
神
楽

に
通
っ
て
い
た
時
、
明
け
方
に
な
っ
て
、
夜
通
し
続

い
た
舞
の
最
後
に
出
現
す
る
「
宮
天
伯
」
の
姿
に
、

長
い
年
月
人
び
と
が
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
神
が
現
前

し
た
よ
う
な
気
が
し
て
、「
こ
う
し
た
神
と
そ
れ
を

信
じ
て
き
た
人
々
」
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

民
俗
学
志
望
の
大
き
な
動
機
の
一
つ
に
な
っ
た
と

い
う
話
。
い
ず
れ
も
、
今
、「
季
節
の
な
か
の
神
々
」

を
語
る
小
池
を
導
い
て
き
た
、
と
っ
て
お
き
の
話
で

あ
る
に
違
い
な
い
。

 

（
重
信
幸
彦
）

 

（
二
〇
一
五
年
十
月
／
本
体
二
〇
〇
〇
円
）
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『
水
窪
の
む
か
し
ば
な
し
』

二
本
松
康
宏
監
修 

植
田
沙
来
・
内
村
ゆ
う
き
・

野
津
彩
綾
・
福
島
愛
生
・
山
本
理
沙
子
編
著

三
弥
井
書
店
刊

書
名
が
示
す
と
お
り
、
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
水

窪
町
の
口
承
文
芸
資
料
集
で
あ
る
。『
む
か
し
ば
な

し
』
と
あ
る
が
収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
は
昔
話
に
限

ら
ず
、
昔
話
四
二
話
、
伝
説
一
五
話
、
世
間
話
二
五

話
の
全
八
二
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
話
型
対
応
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
採
訪
調
査
に
入
っ
た
地
域
に
つ
い
て
、
地
勢
や
歴

史
、
信
仰
な
ど
の
解
説
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
特
色
は
、
聞
き
取
り
か
ら
文
字
起
こ
し
、

掲
載
話
の
選
定
、
地
域
解
説
の
執
筆
な
ど
を
、
静
岡

文
化
芸
術
大
学
の
二
本
松
康
宏
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

る
学
生
が
お
こ
な
っ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

ま
た
収
録
さ
れ
て
い
る
話
は
方
言
や
語
り
口
が
そ

の
ま
ま
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
語
り
の
風
景
が
生
に

伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
語
り
の
風
景
に
つ
い
て
は
、「
序
」
に
よ
る
と
ど

の
話
者
も
子
や
孫
に
語
っ
た
経
験
は
な
く
、
子
供
の
頃
に

聞
い
た
記
憶
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

本
書
の
元
と
な
る
採
訪
調
査
は
、
参
加
す
る
学
生
が

一
年
ご
と
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
三
ヶ
年
で
す
べ
て
の

集
落
で
の
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
集
、

第
三
集
の
刊
行
が
待
ち
遠
し
い
。 

（
瀬
戸
口
真
規
）

（
二
〇
一
五
年
三
月
／
本
体
一
〇
〇
〇
円
）

『
ひ
る
ぜ
ん
の
民
話

─
真
庭
市
・
美
甘
栄
枝
の
語
り
─
』

立
石
憲
利
・
森
俊
弘
著

真
庭
民
話
研
究
会
刊

伝
承
の
民
話
に
新
し
い
一
冊
が
加
わ
っ
た
。
消
滅

寸
前
で
聞
取
り
の
難
し
い
昨
今
だ
が
、『
ま
に
わ
の

民
話
』『
真
庭
市
の
民
話
』（
既
刊
三
冊
）
な
ど
、
数

多
く
の
民
話
を
集
め
て
こ
ら
れ
た
立
石
さ
ん
な
ら
で

は
の
仕
事
で
あ
る
。
昔
話
は
「
米
埋
め
籾
埋
め
」「
ほ

と
と
ぎ
す
と
兄
弟
」「
和
尚
と
小
僧
│
寒
の
風
」「
平

林
」「
鮎
の
仲
裁
」
な
ど
六
話
と
少
な
い
が
、
世
間

話
・
伝
説
な
ど
四
五
話
が
あ
る
。
語
り
口
や
擬
音
の

使
い
方
に
も
語
り
手
の
資
質
が
見
ら
れ
る
。

男
と
女
の
話
は
単
に
色
っ
ぽ
い
話
で
は
な
く
、
江

戸
小
咄
や
古
典
落
語
に
も
通
ず
る
民
衆
の
文
芸
で
あ

る
。
昔
話
の
話
型
に
あ
る
「
み
や
げ
は
足
袋
」「
聞

き
違
い
│
商
売
物
」「
下
の
口
も
養
え
」「「
お
」
の

字
の
禁
」
な
ど
、
全
国
に
分
布
す
る
も
の
も
多
い
。

解
説
で
は
蒜
山
の
歴
史
や
語
り
手
の
特
徴
に
触
れ

て
い
る
。
語
り
手
の
美
甘
さ
ん
は
立
石
さ
ん
の
語
り

の
学
校
の
受
講
生
で
、
語
り
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
頼
も
し
い
。
民
話
が
新
し
く
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
民
話
の
伝
承

や
語
り
口
、
新
し
い
語
り
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
民
話

の
今
後
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
。

（
佐
々
木
達
司
）

（
一
〇
一
五
年
六
月
／
本
体
一
一
〇
〇
円
）

『
１
９
７
６
年
夏　

東
北
の
昔
ば
な
し

聖
和
学
園
短
大
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
』

聖
和
学
園
短
期
大
学
国
文
学
科
学
生
著
／

久
野
俊
彦
・
錦
仁
案
内
人

笠
間
書
院
刊

仙
台
の
短
期
大
学
生
が
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
収

集
し
た
昔
話
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
四
〇
年

ぶ
り
に
日
の
目
を
見
た
。
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
東
北

六
県
出
身
、
こ
と
に
震
災
被
害
の
甚
大
だ
っ
た
岩
手
、

宮
城
、
福
島
で
明
治
生
ま
れ
の
語
り
手
か
ら
聴
い
た

昔
話
が
多
く
、
六
一
人
の
語
り
手
に
よ
る
一
五
三
話

が
、
録
音
か
ら
の
翻
字
の
形
で
収
め
ら
れ
る
。
担
当

教
員
だ
っ
た
錦
仁
氏
と
、
友
人
の
久
野
俊
彦
氏
が
、

案
内
人
と
い
う
形
で
ま
と
め
た
も
の
。

錦
氏
が
「
あ
と
が
き
」
で
特
筆
す
る
点
と
し
て
、

岩
手
県
遠
野
の
語
り
手
が
、
の
ち
に
注
目
さ
れ
る
以

前
の
語
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
点
、
宮
城
県
大
崎
の

語
り
手
は
、
地
元
雑
誌
に
昔
話
を
掲
載
し
て
い
る
語

り
手
で
あ
る
点
、
宮
城
県
黒
川
郡
の
語
り
手
は
、
世

間
話
も
含
め
語
り
手
の
思
い
の
感
じ
ら
れ
る
語
り
に

な
っ
て
い
る
点
な
ど
を
挙
げ
る
。

『
日
本
昔
話
通
観
』
の
話
型
に
準
拠
し
つ
つ
も
、

地
域
ご
と
に
配
列
し
、
語
り
手
と
聞
き
手
の
関
係
も

明
記
さ
れ
、
総
ル
ビ
に
な
っ
て
お
り
、
語
り
聴
く
関

係
の
中
に
あ
っ
た
昔
話
の
「
音
」
が
感
じ
と
れ
る
。

（
根
岸
英
之
）

（
二
〇
一
五
年
八
月
／
本
体
二
八
〇
〇
円
）
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『
間
中
一
代
さ
ん
の
栃
木
語
り
』

野
村
敬
子
・
霧
林
宏
道
編
著

瑞
木
書
房
刊

新
た
な
視
点
の
口
承
文
芸
記
録
集
が
刊
行
さ
れ

た
。
従
来
の
記
録
集
は
祖
父
母
や
父
母
か
ら
聞
い
た

い
わ
ゆ
る
伝
承
の
語
り
手
の
昔
話
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
本
書
は
語
り
手
が
他
の
語
り
手
か
ら

聞
い
た
話
や
書
物
の
中
の
話
を
自
分
な
り
に
語
っ
た

記
録
集
で
あ
る
。

語
り
手
は
栃
木
で
生
ま
れ
育
っ
た
間
中
一
代
さ

ん
。
栃
木
伝
説
三
二
話
、
昔
話
・
世
間
話
五
七
話
、

間
中
さ
ん
の
多
様
な
場
で
の
活
動
記
録
、
編
著
者
に

よ
る
研
究
ノ
ー
ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伝
承
の
語

り
手
が
日
本
か
ら
消
え
る
日
は
遠
く
な
い
。
将
来
の

語
り
手
研
究
は
、
本
書
の
語
り
手
の
よ
う
な
新
し
い

語
り
手
が
対
象
と
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
本
書

は
先
駆
的
か
つ
画
期
的
な
記
録
集
と
い
え
る
。

日
本
口
承
文
芸
学
会
の
「
な
す
べ
き
は
言
語
芸
術

対
面
文
芸
と
し
て
の
昔
話
が
有
す
る
本
源
的
な
力
量

を
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
」
と
い
う
編
著
者
の
提
言

を
、
学
会
と
し
て
真
摯
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

（
大
島
廣
志
）

（
二
〇
一
五
年
十
月
／
本
体
二
五
〇
〇
円
）

『
語
り
た
い　

こ
ん
な
民
話
』

小
野
和
子
著

み
や
ぎ
民
話
の
会
刊

本
書
は
宮
城
県
を
中
心
に
採
訪
を
続
け
る
著
者

が
出
会
っ
た
話
や
「
民
話
の
種
」
を
も
と
に
四
章
か

ら
成
る
。
第
一
章
か
ら
第
三
章
は
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
て
話
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
が

調
査
で
聞
く
よ
う
な
話
の
断
片
も
見
事
に
整
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
言
葉
の
説
明
や
今
で
は
分
か
り
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
事
象
も
丁
寧
な
語
り
の
形
で
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
章
の
「
一
人
称
の
語
り
へ

の
試
み
」
は
、
著
者
が
「
虚
構
の
物
語
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
民
話
の
背
後
に
は
、
い
つ
も
こ
う
し
た

一
連
の
「
暮
ら
し
の
話
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
助
け
に
な
れ
ば
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
昔
話
が
生
き
生
き
と
輝
く
時
代
の
生

活
を
し
の
ば
せ
る
話
や
、
今
で
は
聞
く
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
戦
争
の
話
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
話
が
た
だ
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な

く
、
話
の
背
景
と
な
る
生
活
の
様
子
に
ま
で
気
を

配
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
著
書
と
な
っ
て

い
る
。
語
り
の
テ
キ
ス
ト
や
読
み
物
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
研
究
者
の
資
料
と
し
て
も
、
と
て
も
興
味
深

い
一
冊
で
あ
る
。

（
山
田
栄
克
）

（
二
〇
一
五
年
九
月
／
本
体
一
〇
〇
〇
円
）

レ
ク
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
・
お
話
入
門
７

『
語
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
と
と
の
え
る

─
長
い
話
を
短
く
す
る
』

松
岡
享
子
編
著

東
京
子
ど
も
図
書
館
刊

一
九
九
八
年
九
月
か
ら
翌
九
九
年
九
月
ま
で
全
十

回
行
わ
れ
た
、
東
京
子
ど
も
図
書
館
主
催
の
連
続
講

座
「
語
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
と
と
の
え
る
」
の
記

録
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
と
と
の
え
る
」
と
は
、
副
題

に
あ
る
よ
う
に
「
そ
の
ま
ま
で
は
長
く
て
語
れ
な
い

話
を
、
一
回
で
語
れ
る
程
度
に
短
く
す
る
」
意
と
い

う
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
素
材
は
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ

ア
の
昔
話
「
子
ど
も
と
馬
」
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
「
白

鳥
」（
創
作
だ
が
土
台
は
昔
話
と
捉
え
る
）
で
あ
る
。

十
四
名
の
受
講
者
が
二
班
に
分
か
れ
て
、
前
二
話

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
講
師
の
松
岡
享
子
氏
と
質

疑
応
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
各
自
の
考
え
で
作
品

を
短
く
し
て
い
く
過
程
が
誌
上
に
再
現
さ
れ
る
。

事
前
の
課
題
、
具
体
的
か
つ
妥
協
の
な
い
講
師
の

指
導
、
原
稿
提
出
期
限
厳
守
等
厳
し
い
要
求
に
応
え

て
、
と
と
の
え
ら
れ
た
形
に
な
り
、
実
際
に
語
っ
て

み
る
ま
で
に
仕
上
が
る
。
目
標
達
成
で
あ
る
。「
短

く
し
た
テ
キ
ス
ト
例　

原
文
対
照
」
が
付
録
に
付
く
。

本
書
は
、
講
座
修
了
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
Ｂ
５
版

の
冊
子
を
、
読
み
や
す
く
編
集
し
直
し
て
再
刊
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

（
杉
浦
邦
子
）

（
二
〇
一
四
年
六
月
／
本
体
一
二
〇
〇
円
）
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『
山
怪　

山
人
が
語
る
不
思
議
な
話
』田

中
康
弘
著

山
と
渓
谷
社
刊

登
山
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
た
類
書
と
の
間
に
一
線
を

画
す
快
作
。
著
者
の
本
業
は
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
二
十

年
以
上
に
わ
た
っ
て
秋
田
県
阿
仁
の
マ
タ
ギ
た
ち
を

取
材
し
て
き
た
。
多
く
の
写
真
を
収
め
た
『
マ
タ
ギ　

矛
盾
な
き
労
働
と
食
文
化
』
な
ど
、
す
で
に
複
数
の

関
連
著
作
が
あ
る
。
本
書
は
、
山
の
生
活
を
知
る
著

者
の
、
ふ
と
し
た
お
そ
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
。
家

族
の
語
ら
い
の
場
が
失
わ
れ
た
今
、
か
つ
て
頻
繁
に

語
ら
れ
て
い
た
、
土
地
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
（
口

承
文
芸
学
的
に
言
え
ば
「
世
間
話
」）
が
消
え
去
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
機
感
で
あ
る
。
そ
し
て
著

者
は
、
阿
仁
だ
け
で
な
く
日
本
各
地
の
山
間
地
を
訪

ね
歩
い
て
は
、
狐
・
神
隠
し
・
謎
の
怪
物
、
ツ
チ
ノ

コ
等
々
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
を
聞
き
集
め
た
。

評
者
が
と
く
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
、
か
つ
て
光

り
物
や
狐
火
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
山
中
の
怪
火
が
、

現
代
の
語
り
に
お
い
て
と
き
に
「
Ｕ
Ｆ
О
」
と
表
現

さ
れ
、
著
者
も
そ
れ
を
在
り
の
ま
ま
に
記
し
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
山
や
怪
異
に
向
け
ら
れ
て
き
た

民
俗
学
的
な
関
心
と
隣
接
し
な
が
ら
も
、
本
書
に
は

学
ぶ
べ
き
新
た
な
切
り
口
が
開
か
れ
て
い
る
。

（
今
井
秀
和
）

（
二
〇
一
五
年
六
月
／
本
体
一
二
〇
〇
円
）

『
河
内
王
朝
の
山
海
の
政
─
枯
野
琴
と
国
栖
奏
』

畠
山
篤
著

白
地
社
刊

本
書
は
、
応
神
天
皇
を
始
祖
と
す
る
河
内
王
朝
が

国
内
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
、
農
耕
民
を
支
配
す

る
た
め
の
「
食
国
の
政
」
と
、
山
人
と
海
人
を
支
配

す
る
た
め
の
「
山
海
の
政
」
と
に
分
け
て
い
た
と
述

べ
、
と
く
に
「
山
海
の
政
」
に
注
目
す
る
。
そ
し
て

「
枯
野
伝
承
」
と
「
国
栖
伝
承
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
伝
承
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

河
内
王
朝
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
具
体
的
に

は
、
伝
承
の
生
成
過
程
に
関
し
て
、
淡
路
島
の
海
人

族
、
お
よ
び
吉
野
の
国
栖
族
が
持
ち
伝
え
た
祭
祀
伝

承
で
あ
っ
た
の
が
、
王
権
に
服
属
し
、
統
治
さ
れ
た

こ
と
で
変
容
し
、
さ
ら
に
は
記
紀
に
記
載
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
物
語
化
、
歴
史
化
さ
れ
た
と
論
じ
る
。

な
か
で
も
、
枯
野
琴
の
歌
に
関
し
て
、「
さ
や
さ

や
」
を
凪
い
だ
潮
騒
の
音
と
解
し
、
こ
の
歌
は
時

化
を
凪
ぎ
に
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
歌
だ
っ
た
と
す

る
。
ま
た
、
国
栖
奏
に
関
し
て
、「
さ
や
さ
や
」
を
冬

木
の
下
木
が
若
葉
を
茂
ら
せ
て
鳴
り
響
く
こ
と
と
解

し
、
こ
の
歌
は
橿
の
森
に
春
を
招
く
た
め
の
歌
だ
っ

た
と
す
る
。
著
者
独
自
の
見
解
が
な
さ
れ
て
い
て
、

興
味
深
い
。
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
入
江
英
弥
）

（
二
〇
一
四
年
九
月
／
本
体
二
三
〇
〇
円
）

『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
総
目
索
引鈴

木
健
之
編

私
家
版

本
書
は
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
『
中
国
民
間
故
事

集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
民
間
故
事
（
神

話
・
伝
説
・
昔
話
）
の
題
目
索
引
で
あ
る
。

『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
は
、
中
国
全
土
（
台
湾

を
除
く
）
の
話
に
あ
た
る
際
、
最
も
信
頼
の
置
け
る

資
料
集
で
あ
る
。
国
家
的
事
業
と
し
て
、
一
九
八
四

年
か
ら
調
査
が
行
わ
れ
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に

一
八
四
万
余
話
が
収
集
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
科
学

性
（
資
料
集
と
し
て
の
正
確
さ
）
を
重
視
し
た
採
集

と
編
集
方
針
の
下
、
中
国
の
県
（
省
の
下
の
地
方
行

政
区
画
）
ご
と
に
活
字
資
料
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

こ
か
ら
取
捨
選
択
さ
れ
て
、
省
・
自
治
区
・
直
轄
市

ご
と
に
『
中
国
民
間
故
事
集
成
』
が
編
集
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
ま
で
に
全
三
〇
巻
（
上
下
巻
が
あ
る

た
め
三
四
冊
）
が
出
版
さ
れ
完
結
し
た
が
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
の
索
引
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
本

書
は
中
国
の
民
間
故
事
研
究
者
に
と
っ
て
、
待
望
の

索
引
で
あ
る
。
し
か
も
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
付
属
し
て

お
り
、
単
語
か
ら
の
検
索
も
パ
ソ
コ
ン
上
で
行
え
る
。

研
究
を
進
め
る
上
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
便
宜
を
図
っ
て

く
れ
る
か
計
り
知
れ
な
い
貴
重
な
索
引
で
あ
る
。

（
立
石
展
大
）

（
二
〇
一
三
年
十
二
月
／
非
売
品
）



246

　
　
　
　
　
　

  

新 

刊 

紹 

介

『
震
災
と
芸
能
─
地
域
再
生
の
原
動
力
』

橋
本
裕
之
著

追
手
門
学
院
大
学
出
版
会
刊

東
日
本
大
震
災
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
・
研
究
分
野

に
難
問
を
突
き
付
け
た
。
本
書
は
著
者
の
岩
手
県
沿

岸
部
で
の
活
動
を
原
点
と
し
、
そ
れ
を
通
し
た
講
演

や
論
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
…
東
日
本

大
震
災
以
前
の
鵜
鳥
神
楽
と
釡
石
虎
舞
」「
…
無
形

文
化
財
へ
の
支
援
と
今
後
の
課
題
」「
ク
ル
ー
ズ
客

船
で
被
災
地
観
光
…
民
俗
芸
能
を
鑑
賞
し
よ
う
」「
…

復
興
へ
の
取
り
組
み
」
と
続
く
。
後
半
の
「
奈
奈
子

祭
の
は
じ
ま
り
」「
奈
奈
子
祭
の
挑
戦
」
は
圧
巻
で
あ

る
。
釡
石
市
箱
崎
町
、
鵜
鳥
神
楽
の
宿
主
名
代
の
笹

山
政
幸
・
奈
奈
子
夫
妻
と
著
者
三
名
が
奈
奈
子
祭
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
一
三
年
二
月
二
十
四
日
に
奈

奈
子
の
実
家
で
開
催
さ
れ
た
。
桜
舞
太
鼓
・
田
郷
鹿

子
踊
・
岳
神
楽
・
鵜
住
居
虎
舞
・
鵜
鳥
神
楽
が
出
演
。

こ
の
画
期
的
な
祭
は
人
間
愛
に
支
え
ら
れ
た
物
語
の

発
生
に
つ
な
が
る
。「
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
伴

走
し
て
き
た
活
動
の
報
告
」
は
、「
地
域
再
生
の
原

動
力
」
で
あ
り
、
心
の
復
興
で
も
あ
る
。
著
者
の
活

動
ぶ
り
は
専
門
領
域
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。
バ
イ

ブ
ル
的
存
在
と
し
て
眩
し
い
ほ
ど
輝
い
て
い
る
、
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
米
屋
陽
一
）

（
二
〇
一
五
年
四
月
／
本
体
一
六
〇
〇
円
）

『
語
り
の
講
座　

伝
承
の
創
造
力

─
災
害
と
事
故
か
ら
の
学
び
』

花
部
英
雄
、
松
本
孝
三
編

三
弥
井
書
店
刊

本
書
は
平
成
二
十
五
年
度
に
行
わ
れ
た
「
語
り
の

講
座
」
の
講
演
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
災
害
・
事

故
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
四
部
構
成
で
あ
る
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、
被
災
地
と
復

興
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
安
易
に

使
わ
れ
て
き
た
言
葉
の
捉
え
直
し
も
さ
れ
て
い
る
。

「
歴
史
の
災
害
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、
江
戸
時
代
の

「
災
害
」
や
近
代
の
「
公
害
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
災
害
史
を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
後
の
日
本

が
学
び
取
る
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

「
災
害
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、「
被

害
の
記
憶
」
の
伝
承
や
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
説
話
の
語

り
方
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
災
害
に

関
す
る
伝
承
の
在
り
方
を
も
考
察
し
て
い
る
。

「
説
話
・
伝
承
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、「
災
害
の
伝
承
」

を
捉
え
て
い
る
。
伝
承
や
語
ら
れ
方
を
分
析
し
、
人

間
の
災
害
へ
の
向
き
合
い
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

先
の
震
災
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
。
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
べ
き
か
。「
災
害
列
島
」
日
本

が
蓄
積
し
て
き
た
過
去
の
災
害
や
伝
承
に
学
び
、「
次

の
ス
テ
ッ
プ
」
へ
進
む
た
め
の
よ
き
指
南
書
で
あ
る
。

（
玉
水
洋
匡
）

（
二
〇
一
五
年
五
月
／
本
体
二
八
〇
〇
円
）

『
震
災
と
市
民
２　

支
援
と
ケ
ア
』

似
田
貝
香
門
・
吉
原
直
樹
編

東
京
大
学
出
版
会
刊

先
に
東
北
大
学
で
行
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
本
学
会
で
、
私
は
福
島
県
か
ら
の
発
信
お
よ

び
そ
の
県
に
つ
い
て
の
発
言
が
な
さ
れ
な
い
不
自
然

さ
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
福
島
県
こ
そ
が
学
際
的

な
ま
な
ざ
し
を
必
要
と
す
る
現
実
に
あ
る
と
思
わ
れ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
当
日
、
福
島
原
発
事

故
で
避
難
中
の
女
性
が
焼
身
自
殺
を
は
か
っ
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
本
書
が
持
つ
意

味
深
さ
は
現
実
か
ら
目
を
外
ら
さ
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
東
京
大
学
被
災
地
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
現
場

に
立
ち
人
び
と
と
関
わ
り
を
創
り
、
心
の
ケ
ア
に
取

組
む
実
践
の
重
さ
を
考
察
す
る
。
身
体
の
声
を
聴
く

方
法
と
し
て
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
つ
ぶ
や
き

分
析
を
す
る
似
田
貝
報
告
を
冒
頭
に
（
Ⅰ
）
被
災
者

支
援
と
ケ
ア
論
、
宗
教
者
に
お
け
る
（
Ⅱ
）
心
の
平

安
と
魂
の
救
済
の
二
部
構
成
。（
Ⅰ
）
に
石
井
正
己
論

文
「
過
去
の
災
害
の
被
災
者
の
声
を
語
り
継
ぐ
」
も

収
載
。
学
的
警
鐘
で
あ
る
。
コ
ラ
ム
に
「
放
射
能
と

福
島
の
子
ど
も
の
健
康
」「
帰
還
と
生
活
安
全
」
が

あ
り
放
射
能
禍
実
録
と
し
て
注
目
す
べ
き
。

（
野
村
敬
子
）

（
二
〇
一
五
年
八
月
／
本
体
二
六
〇
〇
円
）
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新 

刊 

紹 

介

『
人
生
の
ハ
レ
と
ケ
』

大
島
建
彦
著

三
弥
井
書
店
刊

本
書
は
著
者
が
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま

で
に
発
表
し
た
「
ハ
レ
と
ケ
」
に
関
わ
る
論
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
史
を
概
観
し
な
が
ら
読
む

と
著
者
の
意
図
と
は
別
の
興
趣
が
あ
る
。
一
九
八
二

年
に
発
表
さ
れ
た
「
祝
儀
の
忌
み
」
で
は
、
当
時
議

論
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
ケ
ガ
レ
論
に
触
れ
、「
ハ
レ
と

ケ
と
ケ
ガ
レ
と
の
対
立
と
い
う
よ
う
に
、
あ
き
ら
か

な
三
極
の
構
造
を
な
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。
三
〇
年
以
上
た
っ
た
今
、
ハ

レ
ー
ケ
ー
ケ
ガ
レ
の
循
環
論
に
言
及
す
る
人
も
い
な

く
な
っ
た
が
、
ハ
レ
と
ケ
ガ
レ
に
分
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
「
祝
儀
の
忌
み
」
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
書
か

れ
た
以
上
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
思
い

至
る
。「
し
つ
け
の
伝
統
」
で
は
子
ど
も
を
「
一
人

前
」
に
す
る
「
し
つ
け
」
の
厳
し
さ
が
示
さ
れ
、「
子

育
て
の
伝
統
と
現
代
」
で
は
、
童
言
葉
か
ら
昔
話
に

い
た
る
声
の
教
育
を
示
し
、
子
ど
も
に
多
様
な
人
生

を
知
ら
せ
る
昔
話
の
役
割
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
そ

の
役
割
が
「『
再
話
』
や
『
再
創
造
』
に
は
た
し
て

ど
れ
ほ
ど
う
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
」
と
問
う
の
で

あ
る
。
平
易
な
語
り
口
に
油
断
せ
ず
に
読
み
す
す
め

た
い
。 

（
山
田
厳
子
）

 

（
二
〇
一
四
年
十
月
／
本
体
二
八
〇
〇
円
）

『
青
森
文
芸
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
①
本
と
戦
争

─
本
は
、
戦
争
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
─
』

佐
々
木
達
司
著

青
森
文
芸
出
版
刊

本
書
は
戦
後
七
○
年
の
今
年
、
青
森
県
近
代
文
学

館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
青
森
の
文
学
者
た
ち
の

戦
前
・
戦
中
」
文
学
講
座
の
講
演
録
で
あ
る
。
内
容

は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
は
、
著
者
の
戦
時
中
の
体

験
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
講
談
社
の
絵
本
』
が
、「
花

咲
爺
」
か
ら
「
日
本
の
陸
軍
」
へ
と
戦
争
も
の
一
色

に
な
り
、
昭
和
一
九
年
に
は
『
幼
年
倶
楽
部
』
は
廃

刊
さ
れ
、『
若
桜
』・『
海
軍
』
と
い
っ
た
陸
・
海
軍
少

年
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
自
由
な
出

版
状
況
と
、
本
へ
の
飢
餓
感
か
ら
、
著
者
が
学
校
の

教
材
室
の
禁
書
を
持
ち
出
す
体
験
が
記
さ
れ
る
。

第
二
部
は
、
出
版
統
制
と
検
閲
、
戦
時
の
図
書
館

本
の
押
収
等
、
表
現
の
自
由
が
奪
わ
れ
る
中
、
青
森

県
の
文
学
者
た
ち
の
抵
抗
が
記
さ
れ
る
。
著
者
は
、

発
禁
図
書
『
青
森
県
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
集
』
を
企
て

た
杉
沼
秀
七
の
抵
抗
と
挫
折
や
、
特
高
か
ら
投
稿
者

を
守
る
『
東
奥
日
報
』
の
竹
内
俊
吉
、『
月
刊
東
奥
』

の
林
柾
次
郎
と
い
っ
た
編
集
者
の
苦
悩
を
記
し
、
表

現
の
自
由
と
戦
争
へ
の
加
担
と
い
う
出
版
物
の
両
面

を
教
示
す
る
。
こ
れ
は
「〈
口
承
〉
は
、
い
か
に
戦
争

と
関
わ
っ
た
か
」
と
い
う
問
い
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

（
小
堀
光
夫
）

（
二
○
一
五
年
九
月
／
本
体
四
六
三
円
）

『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
〈
む
ら
の
記
憶
〉
１

─
小
々
汐
仁
屋
の
年
中
行
事
』

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
、
川
島
秀
一
著

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
刊

こ
の
書
物
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
小
々
汐
と
い
う
漁

村
の
一
軒
の
家
の
年
中
行
事
を
写
真
・
図
版
と
と
も

に
記
述
し
た
も
の
。
そ
し
て
こ
の
村
も
家
も
今
は
な

い
。
東
日
本
大
震
災
は
全
て
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
け
れ
ど
も
著
者
は
言
う
。「
私
は
〈
小
々
汐
〉

と
末
長
く
付
き
合
っ
て
い
こ
う
と
思
う
」
と
。
お
よ

そ
十
年
に
お
よ
ぶ
時
間
を
か
け
て
著
者
は
小
々
汐
と

向
き
あ
い
、
こ
う
し
た
写
真
と
記
録
を
残
し
て
く
れ

た
。
現
代
で
も
類
稀
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
あ

る
著
者
の
原
点
に
あ
た
る
場
所
が
〈
小
々
汐
〉
で
あ

り
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
行
事
や
儀
礼
を
と
ら
え
、

話
に
耳
を
傾
け
た
か
、
辛
う
じ
て
残
っ
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ノ
ー
ト
と
写
真
に
よ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
記
録
が
本
書

で
あ
る
。
本
書
を
め
く
る
と
一
軒
の
家
が
ど
れ
ほ
ど

豊
か
な
民
俗
事
象
を
伝
え
て
い
た
か
を
如
実
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
生
活
で
あ
り
、

伝
統
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
海
辺
で
生
き
る

こ
と
、
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
し
て
そ
れ
が
著
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
何
と

か
こ
う
し
た
か
た
ち
で
記
し
留
め
ら
れ
た
。
そ
の
意

味
を
考
え
る
た
め
に
薄
い
け
れ
ど
、
と
て
も
大
き
な

一
冊
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
小
池
淳
一
）

（
二
〇
一
四
年
三
月
／
非
売
品
）


